
※ この申し込み用紙は切り離さず、そのままお送り下さい。  FAX：03-5740-8766

※ 弊社ＨＰ(https://johokiko.co.jp/)よりお申し込み頂く場合は

   備考欄に 講師割引番号「S-834」を記載して下さい。

2023年5月開催 セミナーのご案内【講師割引申込用紙】

〒141-0032　品川区大崎3-6-4　トキワビル3階
TEL：03-5740-8755   FAX：03-5740-8766

mail req@johokiko.co.jp

＜主催＞

https://johokiko.co.jp/

講師割引申込
本講座料金（税別）より \10,000 引き

2名以上参加　更に\2,000 引き

＜講師割引適用について＞

・割引額は通常受講料金（税別）より、

　　1名ご参加の場合 \10,000円引き

　　2名以上参加の場合 

　　　通常の同時申込割引から更に1名に

　　　つき￥2,000円引きとなります。

・割引の適用条件としましては、

　本申込用紙にて、fax申し込みされた方、

　弊社ＨＰにて講師割引番号を記載の上、

　お申し込みを頂いた方に

　限らせていただきます。

　また場合によっては講師にご確認を

　取らせていただくことがございますので、

　その点ご了承下さい。

・その他割引との併用はできません。

⇒

※FAX番号はくれぐれお間違えの無い様お願い致します。

ご連絡頂いた、個人情報は弊社商品の受付・運用・商品発送・アフターサービスのため利用致します。今後のご案内希望の方には、その目的でも使用致します。
今後のサービス向上のため｢個人情報の取扱に関する契約｣を締結した外部委託先へ、個人情報を委託する場合があります。個人情報に関するお問合せ先 policy@johokiko.co.jp

FAX：03-5740-8766、または、→　https://johokiko.co.jp/　にてお申込み手続き下さい。
会社名

TEL

所属部課・役職等

住所〒

受講者① 氏名　　　　　　　　　　　　　受講者① e-mail

ご案内をご希望の場合は今後の案内方法にレ印を記入下さい(複数回答可)　 □e-mail　□FAX　□郵送

備考

FAX

受講者② 氏名　　　　　　　　　　　　　受講者② e-mail

上司氏名　　　　　　　　　　　　　　　 上司e-mail　

受講者③ 氏名　　　　　　　　　　　　　受講者③ e-mail

1.お申込確認後、受講券、請求書等をお送りします。
　（申込者数が最小催行人数に達してない場合、
　　開催決定まで発送を見合させて頂くことがございます）
2.受講料のお支払いは、原則として開催日1週間後までに
　　お願いいたします。後日になる場合は予定日をご連絡ください。
3.申込後、ご都合により講習会に出席できなくなりました場合は、
　　代理の方がご出席ください 。 止むを得ず欠席の場合、
　　弊社事務局宛に下記迄ご連絡下さい　
　　　※※原則、お電話での受付は致しかねます※※
　　　(受付時間9:00－17:00)。　連絡先→　req@johokiko.co.jp
　　弊社からの受領確認メールを持って受付完了とさせて頂きます
　　（メールが翌営業日中迄にない場合はご一報下さい）。 
 　以下の規定に基づき、料金を申し受けます。
　　※開催日から逆算して(土日・祝祭日除く)

　・講座3日前～4日前での欠席のご連絡： 受講料の70％
　・講座当日～2日前での欠席のご連絡： 受講料の100％

4.原則として銀行振込の場合、領収証は発行致しません。
　　振込手数料はご負担下さい。
5.最小催行人数に満たない場合等、事情により中止になる場合が
　　ございます。

＜申込要領＞　以下ご了承の上、お申込み下さい

製薬用水コンサルタント　布目技術士事務所 技術士（衛生工学部門：水質管理） 布目 温 先生

●日  時　2023年5月18日（木）　10:30-16:30　
            ※途中、お昼休みと小休憩を挟みます。

●会  場　[東京・大井町]きゅりあん

★水管理のすべてをやさしく・わかりやすく説明します！★参加者はこの先1年間メール等で困ったことを質問することができる！

製薬用水管理のすべて
～外部来訪者へ如何に判り易く説明するか？～

WEBでの検索は→「情報機構　AA230563」

第1章　製薬用水を理解する基礎編

 0.Prologue 製薬用水とGMP
 1.純水と製薬用水
 2.原水中の何が不純物なのか
 3.パイロジェンとエンドトキシン 
 4.局方に定められる製薬用水
 5.導電率を管理する目的は何？
 6.TOCを管理するねらいは何？

第2章　精製水をつくる応用編

 1.イオン交換塔のしくみ
 2.ROのしくみ
 3.EDIのしくみ
 4.貯槽と供給配管の汚染防止

第3章　WFI製造法と新しい水管理へのヒント編

 1.蒸留法を理解する
 2.膜によるWFI製造の利点と欠点
 3.水質の可視化への提案
 4.外部からの査察への対処

  （質問時間）事前事務局へ・事後も可

■講座のポイント
　製薬用水と何か？飲料水純水とは異なるのか？ 製薬用水のGMP目的とは何か？原水の選択はどうするか？これら基礎編を理解した上で、ROやRDI・蒸留器に内在する
  汚染とその防止策を考える。次に、現場体験に基づき2つの応用編テーマへ進みます。
　①今なぜ水質を可視化することが求められるのか？②今なぜnon distillationによるWFI製造が注目され採用されるのか？
  この２つの命題へ専門的な知見から参加の皆さんデスカションし、地球温暖化対策をも踏まえた精製水・注射用水製造管理面でのヒントの数々を話します。
  未来に避けて通れない施策を考えたく思います。

●受講料　1名47,300円(税込（消費税10％）、資料付)
　＊1社2名以上同時申込の場合、1名につき36,300円

エスキューブ(株)　代表取締役
　エスキューブ国際特許事務所　所長
　知財経営コンサルタント　弁理士 　田中 康子 先生

●日  時　2023年5月18日（木）　13:00-16:30　
            ※途中、小休憩を挟みます。

●会  場　[東京・大井町]きゅりあん
●受講料　1名41,800円(税込（消費税10％）、資料付)
　＊1社2名以上同時申込の場合、1名につき30,800円

★医薬品ビジネス関係者に必須の知識！★日米欧・東アジアを中心に薬事・特許の観点から包括的に解説！

世界のパテントリンケージ制度

1.イントロダクション
　1.1　パテントリンケージとは
　1.2　特許制度と薬事制度
　1.3　世界各国の制度導入状況

2.日本のパテントリンケージ
　2.1　後発医薬品の承認制度
　2.2　医薬品特許情報報告票
　2.3　パテントリンケージの運用
　2.4　バイオ医薬品のパテントリンケージ

■講座のポイント
　パテントリンケージとは、後発医薬品の審査において先発特許との関係を確認することをいう。世界初のパテントリンケージ制度は、1984年に導入された米国のハッチ・
ワックスマン法である。日本では、2009年頃から事実上の運用がされているが、薬事制度（厚労省）と特許制度（経産省）の谷間に位置するためか、法整備が不十分である。
また、2021年6月に中国が制度を導入したのをきっかけに、「パテントリンケージ」は、先発対後発の特許係争の行方や製薬企業の業績を予測する上で重要であることが、
法曹関係者、ベンチャーキャピタル、金融機関、投資家等の間でも幅広く認識されつつある。しかし、日本や諸外国の制度について、包括的に解説した資料は存在せず、
「パテントリンケージ」を十分に理解することは容易ではない。
　本講座では、パテントリンケージとは何か、日本における運用状況、世界各国の制度について、薬事制度と特許制度の観点から包括的に解説する。

WEBでの検索は→「情報機構　AA230564」

3.米国のパテントリンケージ
　3.1　低分子薬品のパテントリンケージ
　3.2　バイオ医薬品のパテントリンケージ

4.東アジア諸国のパテントリンケージ（米国式）
　4.1　韓国
　4.2　台湾
　4.3　中国

5.欧州の現状
　5.1　欧州規則（パテントリンケージは禁止）
　5.2　medicine for Europe whitepaper
　5.3　加盟諸国におけるパテントリンケージ様の慣行

6.その他の国のパテントリンケージ
　カナダ、オーストラリア、シンガポール、
　ＵＡＥ、メキシコ、ペルー、ウクライナ、
　ベトナム

7.まとめとQ＆A
　7.1　まとめ
　7.2　参考文献・資料の紹介
　7.3　Q＆A

プログラムの詳細は弊社HPをご覧ください


